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４
月
１８
日
（
日
）
、
自
治
会
長
は
じ
め
、

令
和
３
年
度
新
役
員
が
揃
っ
て
の
第
１
回

定
例
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

定
例
役
員
会
と
は
、
自
治
会
長
・
副
会

長
・
事
務
担
当
役
員
・
住
区
長
・
事
業
部

長
及
び
専
門
委
員
・
顧
問
が
出
席
し
、
毎

月
１
回
自
治
会
主
催
の
行
事
を
企
画
・
検

討
し
た
り
、
活
動
報
告
を
行
う
場
で
す
。 

野
稲
会
長
の
挨
拶
の
後
、
出
席
者
全
員

が
自
己
紹
介
を
行
い
、
専
門
委
員
の
就
任

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
ほ
と
ん

ど
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

役
員
に
な
ら
れ
た
方
も
多
く
、
会
は
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
み
ま
し
た
。 

５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か

ら
始
ま
っ
た
、
広
島
県
・
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
集
中
対
策
の
た
め
、
今
年
度

上
半
期
の
自
治
会
行
事
も
延
期
や
中
止
に

な
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
防
災
や
環
境
美
化
活
動
な
ど
、

そ
の
中
で
も
で
き
る
こ
と
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
積
み
重
ね
、
「
安
心
・
安
全
・

住
ん
で
み
た
い
街
づ
く
り
」
に
、
役
員
一

同
精
一
杯
努
め
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

   
  

             

広
島
市
は
、
３
月
下
旬
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規
感
染
者
が
拡

大
の
兆
候
と
な
っ
て
以
降
、
昨
年
１２
月
初

旬
と
同
様
に
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
集
中
実
施
」
と
合
わ
せ
、
警
戒

基
準
値
を
下
回
る
状
態
と
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
集
中
的
な
感
染
拡
大
防
止
対
策
（
広

島
県
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
集
中

対
策
」）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
令
和
３
年
５
月
８
日
か
ら

令
和
３
年
６
月
１
日
ま
で
の
間
、
広
島
市

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

不
特
定
多
数
の
方
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
る

感
染
リ
ス
ク
の
低
減
や
接
触
機
会
の
低
減

を
図
る
た
め
、
広
島
県
「
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
集
中
対
策
」
に
基
づ
き
、
下 

 

             記
の
と
お
り
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
行
事
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

つ
い
て
も
、
感
染
拡
大
の
防
止
の
観
点
か

ら
、
こ
れ
に
準
じ
た
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。 

【
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
に
つ
い
て
】 

市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
中

止
ま
た
は
延
期
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

期
間
に
開
催
す
る
必
要
が
あ
り
、
開
催
日
の

変
更
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
広
島
県

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
集
中
対
策
」

の
「
４
．
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
要
件
」
に
従

う
と
と
も
に
、
「
広
島
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

等
の
開
催
催
に
関
す
る
基
本
方
針
（
令
和
２

年
１１
月
３０
日
改
訂
）」
記
載
の
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
た
上
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

※
広
島
市
の
公
益
的
法
人
等
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
含
み
ま
す
。 

◎
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
感
染
防
止
要
件
例 

 

①
マ
ス
ク
着
用
・
大
声
禁
止 

 

②
手
指
消
毒 

 

③
換
気
の
徹
底 

④
身
体
的
距
離
の
確
保 

な
ど 

な
お
、
今
後
の
市
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
広
島
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
随
時
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。 

■
広
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
情
報
） 
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令
和
３
年
度
・
新
役
員 

定

例

役

員

会

開

催 

地
域
行
事
の
開
催
に
つ
い
て 

～
広
島
市
の
方
針 

 

Ａ.ＣＩＴＹの行事予定 



   

 

５
月
６
日
（
木
）
令
和
３
年
度
第
１
回
Ａ
．

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
防
災
士
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

現
在
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
に
は
、
防
災
士
の
資

格
を
取
得
し
た
住
民
が
２６
名
在
籍
し
て
い

ま
す
。 

平
成
２８
年
に
、
元
自
治
会
長
・
飯
田
邦
人

氏
（
イ
ー
ス
ト
在
住
）
が
、
防
災
・
防
犯
に

特
化
し
た
街
づ
く
り
を
指
針
に
挙
げ
、
そ
の

一
環
と
し
て
防
災
士
資
格
取
得
を
自
治
会

と
し
て
奨
励
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

実
働
組
織
と
し
て
の
組
織
化
や
活
動
機

会
を
設
け
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
昨

年
は
３
密
を
避
け
た
物
資
配
給
訓
練
を
防

災
士
が
企
画
し
て
行
う
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
で
き
る
防
災
活
動
を
試
行
錯
誤
し
て
い

る
最
中
で
す
。 

そ
ん
な
中
、
「
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
い
」
と
、
広
島
テ
レ
ビ
か
ら

取
材
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
治

会
が
開
催
し
て
い
る
防
災
士
研
修
会
の
様

子
を
取
材
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。 内

容
は
、
先
輩
防
災
士
が
防
災
活
動
に
関

す
る
問
題
を
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題
し
、
そ
の

問
題
を
参
加
者
全
員
で
解
答
し
た
り
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
訓
練
キ
ッ
ト
を
使
用
し
た
救
命
救
急
の 

 
 

 実
践
訓
練
を
行
う
も
の
で
す
。 

 

防
災
士
な
ら
こ
れ
く
ら
い
は
、
正
解
し
て

当
た
り
前
と
い
う
よ
う
な
問
題
ば
か
り
が

出
題
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か

難
し
く
、
忘
れ
て
い
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
。

日
々
の
復
習
や
防
災
知
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
が
必
要
だ
と
感
じ
る
こ
と
し
き
り
で
し

た
。 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
キ
ッ
ト
は
、
成
人
男
性
を
模

し
た
等
身
大
の
人
形
を
使
っ
て
、
実
際
に
胸

骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
実
践
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。 

 
救
命
救
急
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
機
械
の

取
り
扱
い
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
前

の
傷
病
者
へ
の
声
掛
け
や
周
囲
へ
の
救
助

協
力
依
頼
な
ど
の
手
順
も
と
て
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
実
践
訓
練
は
、
さ
す
が
防

災
士
と
い
え
る
ほ
ど
、
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。 

 

最
後
は
、
広
島
テ
レ
ビ
の
気
象
予
報
士
・

塚
原
さ
ん
と
一
緒
に
、
ア
ー
バ
ン
裏
山
の
法

面
を
視
察
。
こ
の
法
面
は
数
年
前
、
大
雨
で

一
部
が
崩
落
し
た
場
所
な
の
で
す
が
、
崩
落

後
す
ぐ
に
地
域
防
災
士
が
対
応
し
て
、
立
ち

入
り
禁
止
措
置
を
行
い
、
管
理
組
合
に
報
告

し
て
、
法
面
復
旧
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
す
め
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

地
域
の
特
徴
を
理
解
し
、
ど
こ
に
連
絡
し

て
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
を
知
っ
て
い
る
地

元
防
災
士
が
機
能
し
た
好
例
だ
っ
た
の
で
、 

  

ｉ 

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
約
２
時
間
の
取
材

は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

放
映
日
は
未
定
で
す
が
、
決
ま
り
次
第
、

自
治
会
の

fa
c
e
b
o
o
k

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 
広
島
テ
レ
ビ
の
取
材
が
あ
り
ま
し
た 

防
災
士
研
修
会
開
催 



 

 

   

児
童
た
ち
の
新
学
期
が
始
ま
っ
た
４
月

頃
か
ら
、
多
く
の
不
審
者
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
主
に
は
、
不
審
者
が
児
童
へ
の

声
掛
け
を
行
う
、
車
に
乗
る
よ
う
に
誘
っ
て

く
る
な
ど
、
４
月
か
ら
５
月
連
休
明
け
ま
で

の
期
間
で
５
件
以
上
の
被
害
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

小
学
校
か
ら
警
察
に
も
相
談
し
、
パ
ト
ロ

ー
ル
を
強
化
し
て
も
ら
う
よ
う
に
依
頼
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
た
ち
に
も
、
登

下
校
中
だ
け
で
は
な
く
、
遊
び
の
行
き
か
え

り
も
複
数
で
行
動
す
る
こ
と
や
、
何
か
あ
っ

た
場
合
に
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
や
近
く

の
大
人
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
の
指
導
を

行
い
、
保
護
者
の
方
に
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

地
域
で
も
、
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動

や
、
普
段
の
声
か
け
を
心
が
け
、
不
審
者
か

ら
児
童
た
ち
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

 
 

  
 

大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

ご
縁
を
機
に
、
今
秋
公
開
予
定
映
画
『
ぬ
く

も
り
の
内
側
』
の
プ
レ
ミ
ア
ム
上
映
会
を
左

記
の
日
程
で
限
定
開
催
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。 

             
 

 

当
日
は
、
田
中
壱
征
監
督
も
ご
来
場
さ
れ

ま
す
。
映
画
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
上
映
と

な
り
ま
す
が
、
人
生
の
終
わ
り
や
、
介
護
の

あ
り
方
、
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
末
に
配
布

予
定
の
案
内
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
状
況
に
よ
っ
て
は
、
急
き
ょ
開
催

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。 

    

     

  

防
災
士
と
し
て
の
防
災
と
は
、
人
為
的

災
害
で
は
な
く
、
自
然
災
害
の
予
防
及
び

応
急
対
策
と
い
う
危
機
管
理
で
あ
ろ
う
。 

半
世
紀
も
前
の
昭
和
４７
年
２
月
２９
日

午
後
７
時
過
ぎ
、
当
時
、
横
浜
の
古
い
木

造
３
畳
１
間
の
下
宿
に
住
ん
で
い
た
。
突

然
グ
ラ
グ
ラ
ッ
と
大
き
な
揺
れ
。
壁
掛
け

時
計
や
本
棚
の
本
は
落
下
。「
八
丈
島
東
方

沖
地
震
」
で
あ
る
。
横
浜
は
震
度
４
。
人

生
最
初
の
怖
い
地
震
に
遭
遇
し
た
が
、
そ

の
翌
日
に
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。 

平
成
７
年
１
月
１７
日
午
前
６
時
前
、
テ

レ
ビ
か
ら
地
震
速
報
が
流
れ
た
。
ま
た
マ

ス
コ
ミ
が
大
袈
裟
に
と
出
勤
準
備
に
取
り

か
か
っ
た
。
震
度
７
の
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
」
で
あ
る
。 

 

平
成
１３
年
３
月
２４
日
午
後
３
時
半
頃
。
広

島
の
観
音
に
い
た
。
広
島
県
総
合
グ
ラ
ン
ド

の
ポ
ー
ル
が
釣
り
竿
の
よ
う
に
グ
ニ
ャ
グ
ニ

ャ
と
曲
が
り
く
ね
っ
た
。
震
度
６
弱
の
「
芸

予
地
震
」
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
広
島
に
は
大

き
な
地
震
は
来
な
い
と
い
う
自
分
が
い
る
。 

平
成
２３
年
３
月
１１
日
午
後
３
時
過
ぎ
。
パ

ソ
コ
ン
か
ら
「
東
北
で
地
震
」
と
情
報
が
あ

っ
た
。
ま
た
マ
ス
コ
ミ
が
大
袈
裟
な…

と
他

人
事
の
自
分
だ
っ
た
。 

東
日
本
大
震
災
は
今
年
１０
年
に
な
る
。
３０

年
以
内
に
震
度
６
以
上
の
地
震
確
率
「
全
国

地
震
動
予
測
地
図
」
が
３
月
に
発
表
さ
れ
た
。

高
知
市
で
７５
％
、
松
山
市
で
４６
％
、
広
島
市

も
２４
％
と
高
い
。 

ま
ず
は
緊
急
時
に
備
え
、
自
分
自
身
で
防

災
グ
ッ
ズ
と
食
料
品
を
備
蓄
す
る
こ
と
で
あ

る
。
と
い
い
な
が
ら
我
が
家
に
は
ど
ち
ら
も

用
意
が
な
い
。
反
省
し
き
り
の
〝
名
ば
か
り

防
災
士
〟
の
雑
談
記
で
し
た
。 

（
防
災
士
・
イ
ー
ス
ト
住
区
／
白
根
佳
雅
） 

    

先
月
号
（
１
６
１
号
）
紙
面
表
紙
タ
イ
ト

ル
の
右
横
に
記
載
さ
れ
て
い
る
発
行
年
月
日

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
慎
ん
で
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

（
誤
）
２
０
２
０
年
４
月
１０
日
発
行 

（
正
）
２
０
２
１
年
４
月
１０
日
発
行 

不
審
者
情
報
多
発 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
ニ
ュ
ー

ス
１
６
１
号

誤

植

の

ご

案

内

と

お

詫
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          自治会はご近所とのつながりを通して、 

自分や家族の暮らしを安全に住みやすく整え、 

災害や犯罪などの有事の際に助け合えるお手伝いを

しています。 

加入はとても簡単！加入届用紙は管理センター窓口または、

自治会ＨＰからダウンロードして入手できます。必要事項をご

記入の上、管理センターもしくは住区長までご提出ください。

皆さまのご参加をお待ちしています。 

（自治会ＨＰ：https://www.com-net2.city.hiroshima.jp/acity/） 

管理組合・管理会社より 

 
【窓を開けると異音がする原因と対処法について】 
居住者の方より、まれに「近隣のお部屋の窓を開けるときにおこる「キーキー」または「キュ

ルキュルキュルキュル」という音が気になる」との問い合わせがあります。窓の開閉時に発する

異音がストレスに感じる方もいらっしゃいます。 

窓の不具合で窓を開閉すると異音がする場合、ただ滑りが悪いだけでなく、いくつかの原因が

考えられます。そこで今回、窓から「キーキー」と異音がする場合に考えられる原因をご紹介し

ます。 
 

01．レールにゴミがたまっている 

窓のレールはゴミや砂、ホコリ等がたまりやすい場所です。柔らかいブラシで定期的に掃除しま

しょう。 

02．戸車がすり減っている 

戸車は消耗品ですので、定期的な交換が必要です。戸車は開閉を続けていくうちに位置がずれた

り、破損してしまうことがあります。ひどい場合は、窓のレールが壊れてしまう事もありますの

で、早めの交換をおすすめします。 

03．窓の部品にこすれがある 

引違い窓のサッシと部品が擦れると異音の原因になります。これは、「下部摺動片（かぶしゅう

どうへん）」と呼ばれる窓とレールとの間のすき間をふさぐ部品のネジを締めることで改善でき

ることがあります。 

04．レール部分に変形がある 

サッシ側ではなく、レール側に変形がある場合も異音の原因になります。アルミは固い物をぶつ

けるとへこんだり、ゆがんだり、キズついたりします。わかりにくい場合もありますので、しっ

かり確認する必要があります。 

以上の対応でどうしても改善に至らない場合は、各自で窓やサッシの交換をご検討ください。 

自治会にご加入ください 


